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研究成果の概要：出土木製品の保存処理に使用される PEG が保存処理工程中の様々な因子や

処理後の保管環境によって低分子化することを実験的に明らかにした。処理後の経年変化によ

って問題が生じている出土木製品とPEG分子量分布変動との関連性について、研究が進んだ。 
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２００６年度 4,600,000 1,380,000 5,980,000 

２００７年度 600,000 180,000 780,000 

２００８年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度    

  年度    

総 計 6,000,000 1,800,000 7,800,000 

 
 
研究分野：文化財保存科学 
科研費の分科・細目： 
キーワード：PEG, 出土木製品, 保存処理, 分子量分布, 低分子化 
 
１． 研究開始当初の背景 
 保存処理された出土木製品の経年劣  
化の問題が報告されていたが、そのメカニズ
ムの詳細は明らかにされていなかった。可能
性の一つとして保存処理薬剤として使用さ
れる PEG の低分子化が挙げられ、保存処理
工程や処理後の保管環境との関連を研究す
る必要があった。 
 
２．研究の目的 
出土木製品の保存処理に使用されるPEGに

関して、“分子量低下のメカニズムの詳細”、

“低分子化したPEGが出土木製品に与える影

響”の２項目について明らかにすることを大

きな目的とした 

 
３．研究の方法 
 様々な劣化因子を作用させて強制劣化実
験をおこなった。劣化により分子量分布が変
動したと予測される PEG をゲル・パーミエ
ーション・クロマトグラフィー（GPC）で分
析をおこなった。 
 現地調査により経年劣化したサンプルを
採取し、GPC で分子量分布の測定をおこなっ
た。 
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４．研究成果 
 保存処理工程で PEGに作用される、熱、水
分、水液中溶存酸素など、全てが PEGの低分
子化を促進することが明確となった。また、
実際に問題が生じている遺物から採取した
PEGでは、低分子化だけでなく、高分子化の
反応が進むことがあることが明らかになっ
た。 
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